別紙様式２

平成   年   月   日

研究国際部

国際交流課長　殿
　　　　　　　　　　　　     　　 　　所属・職名　　　　　　　　　　　　
氏  　　 名      　　　　　 　　　　
国 際 交 流 報 告 書

	全出張期間（この期間中に複数の機関に滞在した場合は，

機関ごとに本様式をコピーし，作成してください）
	平成　　年　　月　　日　～　平成　　年　　月　　日

	国名　都市名
相手方機関名
	国名：　　　　　　　　　　　　　　　都市名： 
相手方機関名：
	□　協定校

□　協定校外

	研究者
	交流者職名

氏名・

生年（年齢）
分野
	□　受入

□　派遣
	人数（　　　　　　名）
氏名・生年(年齢)および専門分野を記載(分野は下記から該当する番号を記入)

・例)自然科学系農学部門教授　　農学　太郎，1956年(57歳)，⑧
・

・

・

・

・
・

	
	
	
	①「文学」②「法学」③「経済学」④「社会学」⑤「その他の人文・社会科学」
⑥「理学」⑦「工学」⑧「農学」⑨「保健」⑩「家政学」⑪「教育学」

⑫「その他」(　　　　　　)

	
	滞在期間
	平成　　年　　月　　日　～　平成　　年　　月　　日

	
	交流事項
	□表敬訪問等
	□国際会議・

シンポジウム
	□研究活動
	□教育活動
	□その他（　　　　　　）

	
	費用の出所
	渡航費：　　　　　　　　　　　　　　滞在費：

	学生
	交流者学年

氏名
	□　受入

□　派遣
	人数（　　　　名）
	

	
	滞在期間
	平成　　年　　月　　日　～　平成　　年　　月　　日

	
	交流事項
	□表敬訪問等
	□国際会議・

シンポジウム
	□研究活動
	□教育活動
	□その他（　　　　　　）

	
	費用の出所
	渡航費：　　　　　　　　　　　　　　滞在費：

	事務系職員等
	交流者職名

氏名
	□　受入

□　派遣
	人数（　　　　名）
	

	
	滞在期間
	平成　　年　　月　　日　～　平成　　年　　月　　日

	
	交流事項
	□表敬訪問等
	□国際会議・

シンポジウム
	□研究活動
	□教育活動
	□その他（　　　　　　）

	
	費用の出所
	渡航費：　　　　　　　　　　　　　　滞在費：


	交

流

の

成

果
	表敬訪問等

	
	開催場所：

開催日,期間：

参加者人数：

概要：



	
	国際会議・シンポジウム等

	
	開催場所：

開催日,期間：

参加者人数：

概要：



	
	研究・教育活動


	
	開催場所：

開催日,期間：

参加者人数：

概要：



	
	その他(　　　　　　)

	
	


※（1）□に レ印を付する等のチェックを入れること。
（2）国際交流等により、外国から研究者等を受入れた場合も作成すること。
（3）研究者とは大学等の教員その他研究に従事する者（教授、准教授、講師、助教、研究員、ﾎﾟｽﾄﾞｸ研究員、
     リサーチフェロー等を言う。

（4）　各分野の定義は総務省統計局の区分によるもの。

（5）学生とは大学等に学籍のある者（学部学生、修士課程学生、博士課程学生　等）を言う。

（6）事務系職員等とは（3）、（4）以外の者（事務職員、技術職員、医療支援職員　等）を言う。
（別紙様式２　記入例）　

平成   年   月   日

研究国際部

国際交流課長　殿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　自然科学系農学部門
　　　　　　　　　　　　     　　 　　所属・職名　　教　授　　　　　　　
氏  　　 名    農学　太郎  　　　　
国 際 交 流 報 告 書
	全出張期間（この期間中に複数の機関に滞在した場合は，
機関ごとに本様式をコピーし，作成してください）
	平成２３年２月２２日　～　平成２３年２月２５日

	国名　都市名
相手方機関名
	国名：大韓民国　　　都市名：清州市
相手方機関名：国立忠北大学校
	☑　協定校

□　協定校外

	研究者
	交流者職名

氏名・

生年（年齢）
分野
	□　受入

☑　派遣
	人数（　　　２　名）

氏名・生年(年齢)および専門分野を記載(分野は下記から該当する番号を記入)
・自然科学系農学部門教授　　農学　太郎， 1956年(57歳)，⑧
・総合科学系黒潮圏科学部門教授　　黒潮　次郎， 1969年(44歳)，⑥
・
・
・
・

	
	
	
	①「文学」②「法学」③「経済学」④「社会学」⑤「その他の人文・社会科学」
⑥「理学」⑦「工学」⑧「農学」⑨「保健」⑩「家政学」⑪「教育学」

⑫「その他」(　　　　　　)

	
	滞在期間
	平成２３年２月２２日　～　平成２３年２月２５日

	
	交流事項
	□表敬訪問等
	□国際会議
	☑研究活動
	□教育活動
	□その他（　　　　）

	
	費用の出所
	渡航費：奨学寄付金　　　　　　　　　滞在費：奨学寄付金

	学生
	交流者学年

氏名
	□　受入

☑　派遣
	人数（　　３　名）
	連大２年生　　　　農学　一郎
農学専攻２年生　　農学　二郎
農学科４年生　　　農学　三郎

	
	滞在期間
	平成２３年２月２３日　～　平成２３年２月２５日

	
	交流実績
	□表敬訪問等
	□国際会議
	☑研究活動
	□教育活動
	☑その他（同窓会活動）

	
	費用の出所
	渡航費：奨学寄付金　　　　　　　　　滞在費：奨学寄付金

	事務系職員等
	交流者職名

氏名
	□　受入

☑　派遣
	人数（　　２　名）
	国際交流課　　　　　　　　高知　松子
国際交流課　　　　　　　　農学　竹子

	
	滞在期間
	平成２３年２月２２日　～　平成２３年２月２５日

	
	交流実績
	☑表敬訪問等
	□国際会議
	□研究活動
	□教育活動
	☑その他（同窓会活動）

	
	費用の出所
	渡航費：奨学寄付金　　　　　　　　　滞在費：奨学寄付金


	交

流

の

成

果
	表敬訪問等

	
	開催場所：

開催日,期間：

参加者人数：

概要：



	
	国際会議・シンポジウム等

	
	開催場所：

開催日,期間：

参加者人数：

概要：



	
	研究・教育活動


	
	開催場所：

開催日,期間：

参加者人数：

概要：



	
	その他(　　　　　　)

	
	


※（1）□に レ印を付する等のチェックを入れること。
（2）国際交流等により、外国から研究者等を受入れた場合も作成すること。
（3）研究者とは大学等の教員その他研究に従事する者（教授、准教授、講師、助教、研究員、ﾎﾟｽﾄﾞｸ研究員、

     リサーチフェロー等を言う。

（4）　各分野の定義は総務省統計局の区分によるもの。

（5）学生とは大学等に学籍のある者（学部学生、修士課程学生、博士課程学生　等）を言う。

（6）事務系職員等とは（3）、（4）以外の者（事務職員、技術職員、医療支援職員　等）を言う。

